
（令和６年度広島県公民館等活性化モデル事業） 

館
名 

戸坂公民館（広島市） 

事
業
名 

れいわのみんわプロジェクト in HESAKA 

趣
旨 

子供たちが地域に伝わる民話や言い伝えを知ることで、地域への愛着心を育む。その

ために、「戸坂の民話」を活用して演劇を上演し、コミュニケーション能力を培い、社会

への参画を活性化する。 

特
徴 

○出演者を募集する前に、「演劇あそびの体験会」を実施し、気軽に演劇の楽しさを体

験する場を設けている。 

○異なる学校や学年の子供たちが参画して、練習を重ねながら演劇を創り上げている。 

○地域在住や市内で活躍する俳優や劇作家を招聘し、地域のことを調べオリジナルの演

劇を構成している。 

○公民館祭りで発表した後、演劇の舞台となった現地を実際に訪れて、学びや体験の振

り返りをする場を設定している。 

事
業
の
様
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おためし体験会】 

遊びながら楽しく演劇を体験。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【練習・リハーサル】 

講師の指導のもと、台詞や動きの確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公民館祭り】 

子供たちによる演劇の完成披露。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振り返り（現地見学）】 

演劇の舞台となった桜御前神社の見学。 

 



活
動
実
績 

１ 実施体制 

公民館を事務局として、地域在住や市内で活動している劇制作者を指導者として、地

域住民の協力を得ながら劇脚本・演出を手作りし、地域の子供が出演する民話演劇を制

作し、公民館まつりで披露する。 

２ 事業内容 

（１）戸坂の歴史と民話の調査（４～６月） 

講師と職員で、歴史資料の調査、地域住民から昔の暮らしや民話など聞き取り調

査、劇にする民話選定などを行った。 

（２）小学生を対象とした演劇体験・レクリエーション講座の開催（６・８月の２回） 

選定の結果、過去に地域団体が作成していた民話紙芝居をもとに演劇を制作する

ことに決定。演劇をあそびながら体験する単発講座を開催し、子供たちに演劇に親

しむ・交流の機会を作った。 

（３）公民館まつりでの民話子供劇出演者の募集・練習・リハーサル（９・10月の５回） 

子供参加者を募り、戸坂の民話を知るワークショップ、公民館まつりに向けて劇

の練習、民話紙芝居制作者からお話を伺うなどの内容で実施した。 

（４）公民館まつりで民話演劇披露（10月 13日） 

地域住民に民話と当事業を広く知ってもらう機会とした。参加者の子供に地域活

動の楽しさを経験してもらった。 

（５）振り返りの会、劇の舞台となった場所へフィールドワーク（11月の 1回） 

練習と発表を通して築かれた仲間とともに、活動の振り返りと劇の舞台となった

場所を訪れ、地域見学と交流の機会を作った。 

成
果
と
課
題 

【成果】 

・異なる学校や学年の子供や地域の大人と交流し、力を合わせながら劇を創ることで、

仲間づくりとコミュニケーション能力を培う機会となった。 

・地域の民話を知り、多くの人の前で劇を披露するという成功体験により、地域への愛

着を深めることができた。 

・民話については、「長年住んでいても知らなかった」という声が参加者だけでなく観

劇者からも多くあり、地域の歴史・文化を広く知る機会となった。 

【課題】 

・関係者が劇講師と参加者の子供、民話紙芝居制作者と歴史研究グループ会員だけと関

係者が小規模になってしまった。来年度は、舞台美術や衣装の制作・民話収集につい

て地域住民の協力や、特別支援学校からの出演者を募り、保護者との関係を強化する

など、つながりを広げていく。 

・事業の規模が大きくなるにつれ、劇の小道具・衣装作りや講師指導謝礼、チラシ印刷

等の費用が増額するため、予算運用の工夫が必要である。                        

・高校生と公民館との繋がりが薄く、また、中学生に対しては広報がうまくできなかっ

たため、中高生の参加が少なかった。 

連
絡
先 

戸坂公民館 
〒732-0016 広島県広島市東区戸坂出江２丁目 10-26 
電話: 082-229-3110 
E-mail: hesak-k@cf.city.hiroshima.jp 

 


